
 
 

 

１． 条例を策定する背景・経緯 
 

（１） 高齢化率の進展に伴い、国の認知症高齢者数は、2040（令和２２）年には、 

約 584万人となり、６５歳以上の６．７人に１人が見込まれている。 

 

南相馬市の 2040（令和２２）年は？  【推計】 

認知症高齢者数      約 3,000人 

軽度認知障害（MCI）者数 約 3,150人 
  

   

 ※認知症は、誰もがなり得る可能性があり、身近なものとなっています。 
         

（２） 本市の状況について 

・東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響 

⇒ 単身高齢者世帯及び高齢者のみ世帯の増加、若い世代の人口減少 

 ・長期化したコロナ禍の影響 

         

 

 

 

 

 

 

 

※認知症の発症や進行の加速につながる可能性が高い状況 
 

（３） 認知症施策推進大綱（令和元年施行） 

認知症基本法（令和６年１月施行） 

 

認知症の人や家族の視点を重視しながら、認知症の人の意思を尊重し、 

共生社会の実現を推進する。 

※共生社会：認知症の人が尊厳と希望を持って認知症とともに生きる、また、 

認知症があってもなくても同じ社会で共に生きるという意味 

 

２．条例制定の趣旨 
 

   「認知症になっても、本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で、自分らし

く暮らし続けることができる社会」をめざすため、全ての人々が一体となって、認知症施

策に取組んでいく必要性がある。     

⇒市の責務、市民、事業者、地域組織、関係機関等関係する全ての人々の役割を定め、

基本理念に基づき、認知症施策に取り組んでいけるよう、「南相馬市認知症と共に歩

み笑顔で支え合うまち条例」を制定（令和７年４月１日施行）。 

 

 

 

 

 

生活環境の変化 

他者との交流や外出の機会の減少 

家族・地域の支え合う力の低下 など 

 

☆認知症を「他人事ではなく、自分事
．．．

」として捉え、認知症を知り（正しい知識、 

早めの気づき・適切な対応）、備え（認知症の予防、自分の意思を伝えておく）、

人とつながる（交流、悩みを抱え込まない）ことが大切です。 

 

 

南相馬市認知症と共に歩み笑顔で支え合うまち条例 



３．条例の概要 

認知症を自分事として捉え、認知症を知り、備え、認知症と共に生きる意識を高め、認知

症になっても、安心していきいきと笑顔で互いに支え合いながら暮らせる共生社会を目指

すため、認知症条例を制定するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10～13条 《認知症基本的施策》 

(１) 認知症の予防と備え                   

(２) 知識の普及及び人材育成 

(３) 認知症の人等への支援 

(４) 地域づくり及び社会参加の促進 
                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

☆一人ひとりの意思が尊重され、共に支え合うまちを目指し、全ての人々が一体となって

認知症施策に取組んでいくことができるよう、認知症の理解促進に努めていきます。 

  

(1) 認知症の人をはじめ誰もが、一人ひとりの意思が尊重され、尊厳を保ち、自分らしく安心 
して暮らし続ける 

 
(2) 認知症を他人事とせず自分事として捉え、認知症の正しい理解を深め、予防と備えをする 
 

(3) すべての市民、事業者、地域組織及び関係機関が互いに連携し、共に支え合うまちを目指す 
 

 

第３条 基本理念 

第５条 認知症の人等の役割  

・自らの希望、思い、気づいた 

こと等を発信 

・地域の一員として、自らの意思 

で社会参加する 

     

 

 

第４条【市の責務】 

・認知症の正しい知識の普及、支援

に必要な情報の収集、分析・研究 

・支援に係る人材育成、資質の向上 

・連携、協働により、支え合うまち

づくり推進のための取組及び 

環境整備 

 

第６条【市民の役割】 

・認知症の正しい知識の習得

と理解 

・認知症の人も含め、全ての

市民が交流、見守り、相互に

支え合う 

 

第７条【事業者の役割】 

・認知症の理解を深め、従業員に 

必要な教育と適切な配慮を行う 

・認知症の人等が働きやすい環境

の整備と就労継続のための配慮 

 

第８条【地域組織の役割】 

・認知症の理解を深め、見守り

等による地域での支え合

い、予防活動、交流ができる

居場所づくり  

 

 

 

 第９条【関係機関の役割】 

・専門的な知識、技能の向上と認知症

の人等への適切なサービスの提供 

・専門性を活かした認知症の正しい 

知識の普及、啓発及び人材育成 

予防：認知症になるのを遅らせる、認知症

の進行を緩やかにする 

備え：認知症の正しい知識を持ち必要な情

報を得ることや自分の願いや望みを

示す等の準備 

認知症の人等：認知症の人、家族等含む 

      

本人等の意思を尊重した

関わりや認知症への理解

促進へつながっていく 


